２０１１．９「サンフランシスコ．ベイに捨てろ！！」♪　紹介ブログ

タイトル)「こちら、ポリス　デパートメント、開けろ！！」ソバカスがドアを蹴った。

――――格闘。女の子が二人、両手を上げて出てくる。ブロンドとソバカスは、男の子を一人づつ捕らえた。四人は後ろ手にくくられて、一列につながれて歩く、芝生を一周した。真に迫っている。

　モネがガレージに自転車を入れると、子供たちが走りよって来て、いっせいに喚きたてた。モネには、早口で何をいっているのかわからない。子供たちは、不思議そうな薄色の目を瞠ってモネになにか訴えているのだ。モネが頷くと、安心したように去っていった――――

　「サンフランシスコベイに捨てろ！！」の登録は８月完了しています。モネの視点から改めて、見直してみましょう。聡明な主人公の視点は、新鮮でいきいきと、アメリカ社会をとらえています。あなたも、この難関をネモと一緒にくぐりぬけて下さい。

　――――「わたし、英語学校に通ってみようかな。いいでしょう、行っても！」
モネは思い出したように、杏平に向き直った。

「今日、ワーク．ジョブを、始めて覗いてみたの。コーヒー．ブレイクの後の一時間は、活発な討論が続いていたわ。速い英語でお互いにまくしたてるから、聞いていても、わたしには、よくわからなかった。さっきも、子供たちの囃し立てる言葉が、まるでわからなかったし‥‥」

「若い学生のなかには、ひどい言葉の奴がいてね。ここの教授たちも、若いものの言葉はわからないと、嘆いていたよ。そのうちにヒヤリングにも慣れてくるさ。なんかみんな、訛りのある英語を話しているなあ。大丈夫！　モネは僕よりうまいくらいだもの」

　留学して一週間はすぎていた。モネと杏平の新婚生活は始まったばかり。大学院生と、客員教授の違いはあっても、それぞれに、なれるまでの慌しい日々が過ぎていった。
　そんな、ある日、子供の寸劇の意味がわかることになる。

　「おれだ、ジョーだ！　ローザ元気かい？　ジョーだよ！」
真夜中、玄関のドアが叩かれていた――――

　これが号砲のように、二人はアメリカ社会の暗部に、引き込まれていきます。二人は賢明に、協力してこの難関を突破しようとするのですが‥‥‥。
　モネは泣いてはいなかったのです。

　　　　　　　　　２０１０．１０．７　　Ａｍ　　　８．３０　　エンマ
　（

タイトル)インド人はダダダダ、ダ、フランス人はファファファファ、ファ！！

みんな訛りのある英語を話しているなあ。モネは日本で、アメリカ人にアメリカ英語を習ったんだ。あとは色んな個人の癖に、どこまで慣れるかだな。モネほどの語学力があれば大丈夫だよ。僕よりうまいくらいだもの」

　杏平がモネの長い髪を撫でながら言った。杏平がモネをそっと引き寄せた。そのとき、寝室の方で物音がした。きしむとか、はずれるとか、こすれるとか、中途半端、宙ぶらりんの音。

　モネは一瞬、幸せが色あせていったような気がした。

　寝室の窓は閉めてあり、別に変わりはないが、衣装ダンスの扉がわずかに開いている。扉が甘くなっているのだ。彼はカタカタさせながら扉の上の、四センチほどの厚さの板を引き抜いた。
　「設計ミスかな？」杏平は隙間を覗いていたが、新聞紙の塊を引っ張りだして、下に落した。

　「アメリカ人は、万事大雑把だからな」杏平は左右反対にして差し込んでみる。今度はしっかりと扉が閉じた。ふたりはほっとした顔を見合わせた。

　サンフランシスコ．ベイエリア、ムーンバーク．パウエル通り４。
　ここはふたりにとって、始めての愛の巣だった――――

　わかりましたか？　このなかに、ふたりをとんでもない騒動に巻き込んでいく、犯罪の芽がすでに隠されていたのです。スケールの大きな自然と、異人種のなかで、モネたちはどう戦っていったのでしょう？
　　　　

２０１０．１０．７　　　　　　Ａｍ８．３０　　　　エンマ
　タイトル)わたしの歌を聴いて下さい！！ 

――杏平、わたしの歌を聞いて下さい！！　わたしのファースト．ハズバンドから教わった歌よ！

隣人、ナタリー．ハーストが我が家のベランダに回ってくる。退屈していたのだろう。
――歌ですか？

　不意を襲われた杏平は、老婆の楽しみをにべもなく断ることも出来ず、黙ってうなずいた。

――そう、日本の歌！！　ナタリーは歌いだした。
――命短し、恋せよ乙女‥‥‥赤き唇‥‥‥‥‥。

――びっくりするなあ！　もう！　ファースト．ハズバンドは、昔、日本人から教えてもらったのだという。

――うまいもんですねえ！！
　杏平は感嘆した。こんな古い歌をよくもまあ‥‥。音程もしっかりしている。情感をこめてナタリーは歌った。

――ローザ達にも歌ってあげるんだけど、歌いだすと耳をふさぐのよ。その上、家中を荒し回るの！　何もかも掻き回してひどいんだから‥‥

――どうしてまた？　彼女達、あなたに、そんなにつらく当たるんです？
　杏平が問い返すと、ナタリーの目に涙が盛り上がった。

　ナタリーは暫く逡巡したあと、何も言わずに微笑むと、気持ちを切り替えるように、背骨を立て、スキップしながら戻っていった――――
「サンフランシスコ．ベイに捨てろ！」から、隣人、ナタリーお婆さんをとりあげてみました。杏平とモネの留学生活を彩る重要な人物です。

　二人は、或る時は彼女に救われ、力づけられ、或る時は驚かされ、アメリカを、この老婆から、とことん、体感させられていきます。懐かしい言葉を、二、三再現してみましょう。

――――モネ、子供たちのこと気にすることないわよ。あなたの庭でポリスマンごっこをしたからって、どうってことないんだから‥‥

　ナタリーは慰めの言葉をかけてくれるが、言葉に反して、顔中の皺が、どうみても、大笑いしているように、モネには見える――――

―――モネ、ちょっと、わたしの家に泥棒に入って下さいな！！
外から、ナタリーの大袈裟な声。モネの心臓が飛び上がった。キイを中に置いたまま、外出してしまったから、窓から入って、玄関ドアを中から開けて欲しいと言うのだ。

―――すぐ、この間まで、自分で入れたんだけどねえ、今は大事をとっているのよ。骨折が怖いと回りがうるさくってね。この前はローザに頼んだけど、あの娘どうしているかしら？　ポリスに連れていかれてしまって、帰ってこないのよ。いいえ、何も悪いことをしたんじゃないと思うわ。ただねえ、この
町の住民感情を刺激しただけなのよ。ローザはカウンセラーをやっていて、独り暮らしの老人の話し相手をしていたのよ。優しくて、親切でね、それが縁で彼女たち、わたしの隣に住むことになったんだけど。逮捕されたのは黒人なんか集めてランチキパーテーをやらかしちまったせいなのよ。その後で、警
察が立ち入り禁止の紙を張っていったわ。モネも有色人種なんか集めてパーテーやったりしないようにね。モネ達は大学のスタッフだということで、白人は安心しているんだから‥‥。でもねえ、わたしは馬鹿な白人と違って、肌の色に関係なく、人間同士つき合えると思っているわ。世界は一つよ！！

　ナタリーはただものではない気がする。おん歳８５歳！！
　これから、モネと杏平がどんな風にアメリカ社会に翻弄されることになるのか、みなさんも気になりませんか？　気になったら、電子書籍を覗いてください！！
　　　　　　　　

　２０１０．１１．１７　　　Ａｍ　　８．３０　　　エンマ

　
